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〈無量寿経〉における仏の 〈威力〉について

弘 中 満 雄

梵文無量寿経(以 下,Sukh.)の 序 分 では,釈 尊 が阿難 へ次 の ことを述 べ る.

しかしまた聖者阿難よ!そ なたが 「一切世間の師であるもの(仏)た ちの世間への出現

のため,菩 薩 ・摩詞薩たちの利益のために,こ の事(今 日,如 来の様相がすばらしい事)

を如来に尋ねなければならない」 と考 えた事は,実 に如来の威力(anubhava)[に よるも

の]で ある1).

これ は阿難 の,釈 尊 に対 して教説 の開始 を願 い求 めた発 言が,実 際 には,釈 尊 自

身 によって発言せ しめ られ た ものであ るこ とを示 してい る.こ こで言われ る 「如

来 の威力(buddha-anubhava)」 と は,仏 の超 自然 的な神 通力 であ るが,こ の力が 阿

難 を して如来 の様相 を希有 なるもの と気 づか しめ,そ の因縁 を問わせ るよ うに差

し向 けたので あ る.こ の事 に関 して,岩 波文庫 の 「威 力」の註釈 で は,「 威 カー

anubhava.す べ ての善き行 ない は仏の はか らい にほか な らぬ,と い う他力 の思想 の

萌芽が ここに認 め られ る3)」 とコメ ン トし,浄 土教 の他力 思想,す なわち阿弥陀

仏 の利他 力 との関連性 を指摘 す る.

この 〈無 量寿経〉の ように,説 法 の開始 が対 告衆 の側 ではな く,如 来 の側,「 如

来 の威力」 によってな され る とい うのは,他 の経典 にもみ られ る現 象で ある.し

か しなが ら,阿 弥 陀仏 の利 他 力が特 に重要 な問題 とな る浄土 教 にお いて,こ の

「如来 の威力」 に関す る表現 は注意 され るべ きで はないだろ うか.

〈無量 寿経 〉で は,こ のよ うな如来 の威力 を,「 威力」 の他,「 神力」,「威神 力」

な ど と漢訳す る.そ の使 用例 はほ とん どが仏徳 讃歎 の場合 に用 い られ るが,そ の

中,具 体的 に仏 の 〈威 力〉が どのよ うな現象 ・効 果 をもた らしてい るか を説 く箇

所 もあ る3).

Sukh.に も,先 程 の序分 の 引用箇所 以外,仏 の威 力 とその具体 的効 果 を述 べ た

箇 所 はい くっ かあ る.そ の場 合,原 語 はanubhavaの 他,adhisthanaと い う語 も用

い られ る.そ こで以下,こ のSukh.に お けるanubhavaとadhisthanaの 使 用例 を整

理 し,改 めて浄土教 にお ける阿弥陀仏の利他 力について考 えてみたい.
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と ころでanubhavaは,〉√bhU(～ になる)に 接 頭辞anu-を 付 した動詞 か らな る

男性名詞 であ る.辞 書 で は 「兆候」,「権威 」,「信 念」 といった意 味が出 され,漢

訳で は 「威力」 「神 力」等 と訳 され る.そ れに対 してadhisthanaは,〉√stha(立 っ)

に接頭辞adhi-を 付 した動 詞か らな る中性名詞 で,「 立脚 点」,「立場」,「支配力」,

「基 盤」 とい った意 味が あ る.漢 訳で は 「加 護」等 と訳 され る.こ のよ うに両語

は厳密に は意味が異な るが,便 宜上,〈 威力〉 とい う言葉で両語 を総称す る.

な おadhisthanaは 密 教 の 「加持 」 の原語 で もある.そ のた めadhisthanaの 原 典

研 究 は種々存在す る4).そ れ らに よるとadhisthanaは 仏 ・菩薩共 に有す る超 自然的

な力で ある こと,ま た誓願 ・奇跡 ・恩寵等 の意味が含 まれ る こと等々が綿密 に調

査 ・考究 されて い る.し か し 〈無 量寿経〉 のadhisthanaに つ いての言及 は確 認で

きなかった.

Sukh.に お け る 〈威 力 〉 と本 願 力

Sukh.の 〈威 力〉の使 用例 は10例 で ある.そ れ は次 のよ うな内容で ある.

①:釈 尊の 〈威力〉(anubhava)は,阿 難 に釈 尊の様相 を問わ しめ る.

②:阿 弥 陀仏 の 〈威力〉(amibhava)に よって,往 生者 は他 方仏土 への供 養が可能

とな る.

③:師 仏であ る世 自在王仏の 〈威力〉(anubhava)は,法 蔵 菩薩に偈頌 を語 らせ る.

④:諸 仏の 〈威力〉(adhisthana)に よ って,諸 仏の光明 の量 は様 々で ある.

⑤:阿 弥 陀仏土 に対 して疑 念が あ る者 は,[阿 弥陀]仏 の 〈威 力〉(adhisthana)を

不 可思議 と領 解で きない.

⑥:阿 弥陀仏の威力(adhisthana)に よって,往 生者 は三法忍 を獲得す る.

⑦:阿 弥陀仏の 〈威 力〉(anubllava)に よって,往 生者 は他 方供養 が可 能 とな る.

⑧:阿 弥陀仏の 〈威力〉(adhisthana)に よ って,往 生者 は他方供養が可能 とな る.

⑨:[阿 弥 陀]仏 の 〈威 力〉(anubhava)に よって,衆 生 は阿弥陀仏等 を此土で見 る

こ とがで きる.

⑩:[阿 弥 陀]仏 の 〈威 力〉(adhisthana)に よって,衆 生は良い利得 を得 る5).

以 上 で あるが,こ の ように 〈威力〉 の主体 は,大 凡,阿 弥 陀仏 と推測で き,そ の

効果は様 々であ る.

この中,本 願力 としての 〈威力〉 の用例 に注 目 してみたい.す なわち,用 例⑥

で は次の ように述べ られてい る.

そ して彼 らは三つの認知,す なわち音声に従 うという[認 知](音 響忍)と,随 順とい う
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[認知](柔 順忍)と,不 生[不 滅]の 法の認知(無 生法忍)を 得 る.[こ れ らは],実 に

かのアミターユス如来の前世の誓願(本 願)の 〈威力〉(adhisthana)に よって,[彼 の]前

世の勝利者への奉仕によって,そ して[彼 の]前 世の誓願の修習が,よ く為され,よ く修

習され,不 足 もな く,損 なわれることもない事によって[得 られるのである]6).

この よ うに,〈 威 力〉 の本 質が 阿弥陀仏 の 「本願 」 にあ る ことを明示 し,そ の果

報 を描写 して い る.同 じよ うに,用 例④ で も,主 体 は阿弥 陀仏 では ないが,「 前

世 の誓願 の威 力(adhisthana)に よ って7)」 と示 されて いる.

また用例② ・⑦ ・⑧ の三例 は,何 れ も往生者(菩 薩)の 他 方供養 に関す るもの

であ る.② は本願 文中の第22願 「供養諸仏願 」(『無量寿経』では第2(願)で あ り,

⑦ ・⑧ はその成就文 に相 当す る段落 の冒頭 と結 末箇 所で ある.三 例 は次 の如 くで

あ る.

②も しも,世 尊 よ!私 が,覚 りを得たにも関わらず,か の仏土において,再 び生まれる

であろう菩薩達が,全 員,一 朝食[ほ ど]の 間に他の仏土に行き,百 の多 くの仏達,千

の多 くの仏達,十 万の多 くの仏達,千 万の多 くの仏達,乃 至,十 万千万那由他の多 くの

仏達に対 して,安 楽のために必要なあらゆる物をもって仕えないならば一すなわち仏の

〈威力〉(anubhava)に よって[そ うするのであるが]一,私 は無上の正覚に目覚めた くは

ない8).

⑦ また,阿 難 よ!か の仏土に生まれた菩薩たちは,全 員,一 朝食[ほ ど]の 間に,他 の

諸世界へ行き,十 万千万那由他の多 くの仏達に仕える.そ して,仏 の 〈威力〉(anubhava)

によって,彼 らが望むかぎり[諸 仏を供養できる]9)

⑧[以 上のように,極 楽の菩薩が他方仏土へ行き諸仏に供養できるのは,]実 にかのアミ

ターユス如来の前世の誓願(本 願)の 〈威力〉(adhisthana)に 摂 め取 られた事によって,

[ア ミターユス如来か ら]前 世に聞法[の 機会]を 施与された事によって,前 世に勝利者

へ善根を植えたことによって,前 世の誓願が成就 ・成満 し,不 足もなく,よ く分別 ・修

習されたことによってである1〔D.

用 例 ② と⑦ はほぼ対応 す る表現 で あ り,ま た⑦ と⑧ も同 じ段落 の冒頭 と結 末で

ある ことか ら,意 図す る内容 は同 じで あろ う.そ うであ るな らば,⑦ でanubhava

とあ るところを,後 の⑧ で は 「purvapranidhana(前 世の誓願)」 におけ るadhisthana

と して示 した こ とにな る.こ の こ とか ら,adhisthanaはanubhavaの 具 体的意 味内

容,よ り積極 的 に表現 した語 といえ,そ れに よってSukh.に お けるanubhavaの 語

にも,本 願力 としての意味 を うかが うことがで きよ う.

この よ うにSukh.に お いては,本 願 の力 を 〈威 力〉 として表現 し,往 生者 の果

徳が,阿 弥 陀仏の本願力 に よるもので あるこ とをみて とれ る.先 行研究 もふれて
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い るよ うに,adhisthanaに は既 に誓願 の意味が含 まれてい るよ うであるが11),阿 弥

陀仏 の根源 的な救済力 の要 因が,本 願 力 にゆ だね られてい るこ とが,改 めて,こ

の事例か ら窺 える.

1)A.は 足 利 本,F.は 藤 田 本(藤 田 宏 達 『梵 文 無 量 寿 経 写 本 ロ ー マ 字 本 集 成 』,第(巻,

1996)を 指 す.た とえ ばA.4.33と は,足 利 本 の4頁23行 目の こ とで あ る.

api to khaly aryananda, tathagatasyaivaiso 'nubhavo, yas tvam sarvalokacaryanam (A. 
-acaryanam(F.30)) sattvanam loke pradurbhavaya bodhisattvanam mahasattvanam arthaya tatha-

gatam etam artham pariprastavyam manyase.(句 読 点,下 線 は筆 者 に よ る)A.4.22-5.3,F.

29-30.Cf.蔵 訳de bzhin gshegs pa'i mthu(如 来 の威 力),香 川 孝 雄 『無 量 寿 経 の諸 本 対 照

研 究 』,1984,pp.76-77.

2)『 浄 土 三 部 経(上)』 岩波 文 庫,p.252.

3)〈 威 力 〉 の 具 体 的 な 効 果 を説 く箇 所 は次 の13箇 所 な どに み ら れ る.(01)T12.319c22,

(02)T11. 94a12, T12. 268b15, (03)(T12.320a11), (04)T12. 320a18-19, (05)T11. 94c28, T12. 
320c29, (06)T12. 270a13-14, (07)T12. 292b 15-16, 310b25, (08)T11. 96c04-07, T12. 271a13-15, 

(324b23-24), (09)T11. 98c08-09, T12. 273c04-05, (285c26-29, 306a01-04), (10)TI1. 98c18-21,
(11)(T11.99c23-25),T13.325a37-28,(12)TII.101a15,(13)T13.326b09.(括 弧 内 は,〈 威 力 〉

の 語 は な い が,関 連 す る箇 所)

4)主 な論 文 と して は 以 下 の も の が あ る.渡 邊 照 宏 「Adhisthana(加 持)の 文 献 学 的 試

論 」,『成 田 山仏 教 研 究 所 紀 要 』,1977.,生 井 智 紹 「自身 加 持 一 そ の 語 義 と諸形 態 一 」,

『印 度 学 仏 教 学 研 究 』44-2,1996.,生 井 智 紹 「真 言 理 趣 に よ る行 の確 立 」,『イ ン ド密 教

の形 成 と展 開 』,1998.,田 村 智 淳 「『華 厳 経 ・入 法 界 品 』 に お け る 「威 神 力 」」,『戸 崎 宏

正 博 士 古 稀 記 念 論 文 集:イ ン ドの文 化 と論 理 』,2000.,伊 藤 瑞 叡 氏 諸 論 文.

5) ‡@A. 4.22-5.3, F. 29-30. ‡AA. 14.24-15.7, F. 103-105. ‡BA. 21.14-15, F. 149-150. ‡CA. 

 27.7-12, F. 189-191. ‡DA. 34.1-6, F. 245-247. ‡EA. 48.16-21, F. 344-346.‡FA. 50.2-5, F. 

 355-356. ‡GA. 50.23-51.3, F. 362-364. ‡HA. 55.20-56.3, F. 399-401. ‡IA. 63.16-18, F. 

 461-462. 

6) tisras ca ksantih pratilabhante, yad idam ghosanugam anulomikim (A. anulomikam (F. 345) )

anutpattikadharmaksantim ca/ tasyaivamitayusas tathagatasya purvapranidhanadhisthanena, pir-

vajinakrtadhikarataya, purvapranidhanaparicaryaya (A. purvapranidhanaparicaryayos (F. 346)) ca 

 susamaptaya, subhavitayanunavikalaya (A. subhavitayanunavikalataya (F. 346)). 

7) A. 27.8, F. 190. 

8) sacen me bhagavan bdhipraptasya, tadbuddhaksetre ye bodhisattvah pratyajata bhaveyus, to 

sarva ekapurobhaketenanyani buddhaksetrani gatva, bah%ini buddhasatani, bahuni 

buddhasahasrani, bahuni budhasatasahasrani, bahvir buddhakotir, yavad bahuni buddhakotiniyuta-

satasahasrani, nopatistheran sarvasukhopadhanair, yad idam buddhanubhavena, ma tavad aham 

 anuttaram samyaksambodhim abhisambudhyeyam. 

9) tasmin khalu punar ananda buddhaksetre ye bodhisattvah pratyajatah, sarve to ekapurobhak-
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tenanyaml lokadhatun (A. ekapurobhaktenanyalokadhatum (F. 355)) gatvanekani buddhakotina-

 yutasatasahasrany upatisthanti, yavac cakamksanti buddhanubhavena. 
10) tasyaivamitayusas tathagatasya purvapranidhanadhisthanaparigrahena purvadattadharmasra-

 vanena, purvaj inavaropitakusalamulataya, purvapranidhanasamrddhiparipuryanunaya suvibhak-

 tabhavitaya (A. suvibhaktabhavitaya (F. 364)). A. 50. 27-51. 3, F. 363-364.

11)渡 邊 前 掲 論 文,p.85.

〈キ ー ワ ー ド〉 威 力,anLibhava,adhisthana

(龍 谷 大 学 院 研 究 生)

一新刊紹介

中村 元監修 ・木村清孝 ・末木文美士 ・竹村牧男編訳

『エ リアーデ仏教事典』

A5・677頁 ・定価12,600円

法蔵館 ・2005年10月
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tionship between "self-nature" and "activity" of dharmas. According to the 

Sarvastivadins, the self-nature of a dharma exists permanently, but its activi-
ty exists only in the present. 

Vasubandhu, in the Abhidharmakosabhasya, criticizes this position, say-
ing that it is contradictory to claim that the self-nature of a dharma and its 

mode of existence (= activity) are neither identical nor different. Vasubandhu 

thinks that a conditioned dharma's self-nature and its activity exist only in 
the present and are identical. 

Originally, Vasubandhu, as a Sautrantika, had nihilistically understood the 
ultimate nirvana as the state of total extinction of body and mind. Later, he 

changed to the Vijnanavada position which maintains that tathata (asamskrta 
and anasrava) and dharmas of the phenomenal world (samskrta and sasrava) 

are neither identical nor different, for the differences between asamskrta and 

samskrta disappear by the transcendence of samskrta-dharmas from time 
and space. 

Although Vasubandhu still does not allow that a conditioned dharma's 
self-nature and its activity are neither identical nor different, he admits that 

the relationship between the supramundane and mundane existences is nei-

ther identical nor different. By applying this concept, he discovered the con-
nection between nirvana and samsara. 

193. Anubhava and Adhisthana in the Sukhavativyuha 

Mitsuo HIRONAKA 

This is one consideration of the "other power" thought of Pure Land Bud-

dhism. Concretely, the point of view is applied to the language of Buddha's 
supernatural power (anubhava or adhisthana) in the Sukhavativyuha, namely 

terminology and examples of the use of expressions referring to Amitabha 
Buddha's altruism. There are ten examples in all, and five of the examples 
are related to the power of the vow of Amitabha (or Buddhas). Although it 

seems that the meaning of a vow is already contained in adhisthana, from 

these examples we learn that the power of Amitabha to save is left to this
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vow s power・

194.Vastuprativikalpavijnana in the Lankavatara-sutra

Yu-shik CHUNG

The term vastuprativikalpavijnana used in the Lankavatarasutra has so

 far been regarded as th manovijnanas etc.Howev-

er, it can be concluded from my investigation of the characteristics of its rel-

evant terms as described in the Lankavatarasutra and the『 顕 揚 聖 教 論 』

that the vastuprativikalpavijnana is therein given almost the same character-

istics as those of the alayavijnana.

195.On the Six Characteristics in the Arya-dasabhumi-vyakhyana(ADV)

Kyung-nam KIM

The Six Characteristics(六 相)generally have been positioned as the basis

of the"Interfusion of the Six Characteristics"(六 相 円 融)from the Huayan

(華 厳)school's standpoint, but not much study has been done on the Six

Characteristics in the ADV itself. The purpose of this paper is to clarify the

meaning of the Six Characteristics in the ADV;specifically focusing on the

transfiguration of all equivalent and the context of the Six Characteristics.

In conclusion, we can find that the Six Characteristics, used as the method

of annotation in the ADV, are more embodied in a comparison of the Dasab-

humika-sutra(十 地 経). Also, it is noted that transfiguration of the Six Char-

acteristics is shown more clearly in the Tibetan version of ADV than in the

Chinese version.

196. On the Citation of the Svapnanirdesa in the bSam gtan mig sgron 

Izumi MIYAZAKI 

The Gradualist chapter of the bSam gtan mig sgron (SMG), ascribed to 

gNubs chen Sans rgyas ye ses, cites from the Svapnanirdesa (Svap), a part of
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